
（単位 ：千円、％）

令和５年度 令和４年度 令和５年度 令和４年度

Ａ 21,778,634 22,849,178 基 準 財 政 需 要 額 9,921,039 9,753,979

Ｂ 20,977,109 22,247,519 基 準 財 政 収 入 額 7,152,110 6,786,891

Ｃ 801,525 601,659 標 準 財 政 規 模 11,967,818 11,845,543

Ｉ 350,000 500,000

債務負担行為に基づく

翌年度以降の支出予定額

2,427,523 1,672,198

Ｊ △ 27,207 △ 856,453

　

積 立 金 現 在 高 8,248,168 8,367,675

積 立 金 取 崩 し 額

実 質 単 年 度 収 支

（ Ｆ ＋ Ｇ ＋ Ｈ － Ｉ ）

地 方 債 現 在 高 20,262,578 21,188,210

繰 上 償 還 金 Ｈ 0 0

経 常 収 支 比 率 90.6 89.6

積 立 金 Ｇ 6,700 6,100

実 質 収 支 比 率 6.2 3.6

単 年 度 収 支 Ｆ 316,093 △ 362,553

財 政 力 指 数 0.700 0.703

実 質 収 支

( Ｃ － Ｄ )

Ｅ 739,116 423,023

翌 年 度 へ 繰 越

す べ き 財 源

Ｄ 62,409 178,636

  財 政 指 標 等

区            分 区            分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

（ Ａ － Ｂ ）



　当該年度の実質収支から前年度実質収支額を差し引いた額

　標準的な一般財源の収入額

　実質収支を標準財政規模で除した比率

　基準財政収入額を基準財政需要額で除した指数(３ヵ年平均)

　市の財政基盤の強弱を示す。指数が高いほど財政基盤が強いことになる。

　経常経費に充当された一般財源を経常的に収入される一般財源で除した比率

　財政構造の弾力性を示すもので、比率が高いほど財政の硬直化が進んでいることになる。

　令和６年３月３１日現在の財政基金、市債管理基金、その他特定目的基金の現在高

単 年 度 収 支

標 準 財 政 規 模

実 質 収 支 比 率

財 政 力 指 数

経 常 収 支 比 率
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